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振舞いのデコールム

における舞踊の表象と教育的効果一一一

明
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要旨 15世紀の前半，アルベルテイは『絵画論jのなかで，歴史画に描かれる人物に明確な感情

表現を求めたが，これらの人物には品位もともなうべきであると主張し描かれる人物に対してだ

けでなく，画家本人の資質に対しでも「適正さ」を望んだ.一般的に，振舞いのクライテリアは，

16世紀になってようやく，カステイリオーネをはじめとした著述家たちによって記述されたとさ

れている.本論文の自的は，その前史である 15世紀において掠舞いはどのように論じられていた

のか，またそれはどのように眼差されていたのか，絵画の内と外，双方において振舞いがもってい

た社会的影響力を明らかにすることである.そのために，いずれも 15世紀の中葉に著された『絵

画論Jと f控踊論1そして人文主義者による教育論の記述を検討したその結果，この時期の振

舞いが古典の学識に裏打ちされた道徳的な価値観と密接に結びついたものであることが明らかと

なった. さらに，同時期に制作されたカッソーネにくり返し描かれた対照的な振舞いのイメージを

検討することで，こうした振舞いを眼差す観者との関係を考察した.

はじめに

15世紀の前半，アルベルティは I絵画論』の
イストリア

なかで，歴史画に描かれる人物に明確な感情表現

を求めたが，これらの人物には品位もともなうべ

きであると主張し描かれた人物に対してだけで

なく，画家本人の資費に対しても「適正さJ(= 

decorum，以下同義のものとして表記)を望んだ

ルネサンス期の絵画に描かれる人物は，
イストリア

話の歴史を物語ることを理由に，能動的な

の表出を示す動作が見られる一方，聖人伝などの

世俗場面に描きこまれた有力市民たちは，決して

過度な動きをともなって表わされることはなく，

常に一定のデコールムに適った動作で描かれてい

るように見える.それは，描かれた人物に求めら

れた「適正さJが，まさに絵画と現実の双方で向

様に機能するものであったことを物語っていると

えるだろう.こうした「適正さ」が，時代や地

域はもとより，描かれる人物の階層によっても異

なってくることを論じたゴンブリッチの指摘は，

きわめて妥当なことと思われる 1)

一般的に，慣習的な動作z 振舞いのクライテリ

アは， 16世紀になってようやく，カステイリ

オーネやデツラ・カーサをはじめとした著述家た

ちによって記述されたと認識されている.実際，

どのようなたしなみを備えているべきか，描かれ

た人物に対しても向様に， どのような身のこなし

を行うべきかを論じることは， 16世紀以降盛ん

となり，多くの書物が出版された2) それにとも

なって，こうした理想的な振舞いが語られるよで

使われる批評用語もまた ヴァザーリやドルチェ

による 16世紀以降の美術批評の中で頻繁に用い

られるようになり，親しまれた3) 15世紀は言わ

ば，その前史である.それでは 15世紀において，

人びとは，こうしたクライテリアをどのように認

識しそれをどのように知覚していたのだろうか.

は， 16世紀以前の振舞いのクライテリ
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アを，まず，おもに 15世紀の中葉に現われ始め

る舞踊家たちによる著述と『絵画論jを照応しな

がら検討していく.絵画と舞踊を受容するノ灯、ロ

は一致していたこの時期の貴族措級にとっ

て舞踊は，宮廷文化において政治的外交的

な役割を担う掠舞いのひとつであり，若者の全人

的な教養の形成に不可欠なものとして実践されて

いた.従って難踊を「心身に対する

として捉えるこの時期の古典的な舞踊の概念に鑑

み，第二章では人文主義者たちによる教育論にお

ける

が描かれた動きを見るにあたって， どのようにこ

うしたクライテリアカ吋幾能していたのかを，

に動きが描かれた作品と照らし合わせることで，

明らかにしたいと考える

1.描かれた動きと の動き

この時期の絵画と舞踊がきわめて近い関係性に

あることは， 1970年代の初めにマイケル・バク

サンドールがその著書のなかで指摘している.以

下が概略である.バクサンドールは， 15世紀の

ウルビーノの宮廷で書記官を務めていた詩

人，アンジェロ・ガッリが，ある画家の素描を称

るにあたって，向時代の舞踊の動きの特質を

形容する用語をそのまま用いていること

ている4) このソネットのなかでガッリが用いた

用語は，まさに，同じ頃に舞踊論を著したドメニ

コ・ダ・ピアチェンツァが，舞踊を行う上で必要

としたいくつかの要素と一致していた.こ

は，ガッリが描かれた人物を見たときに，彼の自

に映じた人物の動きを実際の舞踊の動きと結びつ

けて認識し において推奨される動きと

のものとして受け止めたことを示している

を見ることも，舞踊を見ることも間様に，相応の

知識やそれらを知覚する技術が前提とされる時代

において，それらを見て，言語化することの出来

るパトロン層もまた一致していたと言える

さらにバクサンドールは， ドメニコの舞踊論が，

古代の修辞学をモデルとしていることに着目する

ことで， 15世紀の前半に著されたアルベルテイ

の『絵画論j と， ドメニコ，そして彼の弟子であ

明子

るグリエルモ・エブレオやアントニオ-コルナッ

ツアーノによって書かれた 15世紀の『舞踊論』

が，向じ知的土壌のなかで生み出されたものであ

ることを示唆している5) しかしながら，この時

期の舞踊論について一般的に十分な認識が得られ

ているわけではない以上，こうした著述家たちの

「古典への志向jの内実を 具体的に検討してい

くことは，いまだ無駄ではないように思われる

以下に，絵画論と舞踊論との親近性を見ていくこ

とにしたい.

最初に， ドメニコがどのような舞踊の動きを推

奨していたのかを確認しておきたい. ドメニコは，

舞踊言命をはじめるにあたって アリストテレスの

fニコマコス倫理学jに

を唱える人に対して，

第 2巻に言及したい もしあらゆるこ

とが極端さをもって行われるなら，あらゆること

は損なわれ， うまくいかないだろう.中痛によっ

て保全されるのであるJ6)

また「舞踊の基礎は，音楽に従ってすべての速

さや遅さを制御する拍子 (mexura)である. […] 

さらに，以下のことに留意して欲しい.敏捷さ

(agilitade) と身イ本の作法 (mainera)は，いかな

る場合にも極端にならないように，大きすぎもせ

ず，小さすぎもしない，優雅さをともなった

一一海が静かなときに 2本のオールで波をかい

て進むゴンドラが， 自然にしたがって立てる波立

ちのような状態一一に保たなければならないJ7)

ドメニコは，この引用筒所以降にも，極端な動

きを避けるよう「中庸」の大切さを繰り返し説き，

印象づけている.こうした言葉からは， ドメニコ

が何よりもアリストテレスの概念を重視している

こと， さらに「静かな海の波間を進むゴンドラが

作り出す波立ち」といった隠聡を用いながら，

踊の動きにとっての「中庸」の概念を視覚的にも

想起させようとしていることが分かる.アルベル

ティは，髪やたてがみ，小枝や葉，衣服を描くに

あたって，こうしたものすべての動きには，節度

(i movimenti moderati)があるべきであると

ており 8) ドメニコの言うような動きにおける

は，アjレベルティが説く描かれる物の動

さJを思い起こさせる
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ドメニコの弟子であるグリエルモ・エブ

レオの『舞踊論j(1463)9)に関しては，グリエ

ルモが，アルベルティと社会的に異なる立場にい

ながらも，アルベルティと同士長の目的をもっ

踊論を書いたことが指摘されている 10) スパル

ティによれば，グリエルモは職人階級に属する

踊教師であったために，まず自らの不安定な社会

的地位を上げる必要があったが，舞踊の道徳的価

を理論づけることによって，職人芸としてでは

ない舞踊を知識人たちに認識して貰うこと，加え

て，舞踊家の地位の向上を望んだ.そのため，グ

リエルモは彼の『舞踊論』 を， ミラノ公ガ

レアッツォ・スフォルツァをはじめ，ペーザロ

主アレッサンドロ・スフォルツア，ウルビーノ公

フェデリコ・夕、、・モンテフェルトロ，メデイチ家

のロレンツォなど 名だたる「君主たちjに捧げ

ている 11)

また，グリエルモの舞踊論には，アルベルテイ

が，絵画がいかに学芸として相応しいものである

かを「幾何学」を用いて説き 古典の知識や古代

の逸話を用いて「絵画の徳性jを論じたのと

の論述の仕方を見ることが出来る.アルベルテイ

は，キケローに依拠しながら，いかに絵画そのも

のが「称賛されるべき徳性Jをもっているかを次

のように説く. I絵画は それ自体で神のような

力を持っている 友情が不在の人物を現前させる

と言われるが，絵画はそればかりでなく，さらに，

を何世紀も後に生者のように現前させる

[…]このように，すでに死者となってしまった

人物の容貌に，絵画が，長い生命を与えるのであ

るJ12). さらにナルキッソスの神言言を吊い，

を，美を映しだすものとして称揚しこの絵画論

において， I新たなやり を論じ直したい」

旨を提案している 13) 他方グリエルモは，彼の

舞踊論の序文で，やはり自由七学芸のひとつで

ある「音楽Jの起源とその徳性を称え，舞踊が音

楽から派生したものであることに言及しながら，

舞踊のもつ徳性を次のように述べている

踊の徳性 (laqual virtute del danzare)は，

魂の動きを外に表わすことに他ならない.

致するものである.そのため音楽がわたした

ちの聴覚を通じて，歓びとともに知性や感情

部分に下りてゆくと，その部分にはや

がて甘美な感動が生み出される.この感動を

閉ざしておくことは自然に反するため，

の動きは]出来るかぎり外に出ょうと努め，

行動となって自らを表わそうとする 14)

しかしなぜ，舞踊の技法をよく考えることは

徳のあることだと言えるのだろうか.舞踊と

いう学芸とその実践に相応しいすべてのこと

を，実際に行い経験することではっきりと

明することなしには，その理由を容易に

にひとに理解させることは出来ない15)

グリエルモは，舞踊を学芸として示すために，

「先に述べた舞踊の技法において最も博識な唯一

の御方，フェツラーラの気高い騎士ドメニコ氏，

その最も忠実な弟子であり 熱心な追随者として

わたしは，彼の高名で卓越した学識を出来るかぎ

り集めたJ16) と言う. しかしその学識は，実際

に行い経験することによって初めて，徳をとも

なった学芸となることを主張している

ここで再びアルベルティの言説を振り返ってお

く.アルベルティは，歴史画に描かれる人物が

「身体の動きjによって「感情」と呼ばれる魂の

動き(怒り，悲しみ，歓喜や恐れ，欲望など)を

表すにあたって，髪や衣服など無生物の動きに節

を求めたのと 動物や人間など生きている

ものの動きにも，品位 (dignita) という「適正

さ」を求めている 17)

さらに『絵画論jには，以下のような文章が見

られる. I同一の人物に，同時に胸と腰が見える

ような，非常に激しい動きを表現しながら， [... ] 

それらが称賛されるべきものだと信じるひとがい

る.なぜなら，彼らは四肢をやたらにさらけ出し

ている人物こそが非常に生き生きと見えると聞い

ているからであり， ゆえに，京会に{可の品{立もなく，

人物が剣術師や道化役者を思わせるよう制作する

そのため，優雅さや甘美さがないだけでなく，描

くひとの資質があまりにも熱狂的で激しいことを

の動きは，音楽の規則正し と一 示すのであるアルベルティは，描かれる人
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物の品位とともに，画家自身の資質や社会的品行

が，絵酉という芸術そのものの価値を高めると考

えていた.アルベルティは 吉代ギリシアやロー

マ社会で¥いかに絵画が高く評価されていたか，

画家たちがいかに人びとから尊敬されていたのか

を，ソクラテスやプラトンなどギリシアの知識人

たちが絵画の目利きであったこと，ローマ帝国の

ちが絵画の熱心な愛好者であったこと，

ギリシアやローマの支配階級に属した自由市民た

ちが，子弟のより良い教育のため，幾何学や音楽

とともに絵画を教えたこと，女性にとってさえも，

描く心得のあることは尊敬に値したことを挙げて

論じている 19) アルベルティにとって，絵画は

に「自由な精神Jと「気高く高貴な魂」に相応
しいものであり，ギリシア人が，奴隷に絵画を学

ぶことを禁じたことは 正しいことだった20)

またグリエルモも，舞踊を卑俗な庶民とは縁の

ないものとして， ;{皮らから隔てようとした.グリ

エルモは f舞踊論jの中で，好色な欲望のために

舞踊を利用しようとする民衆について述べ，こう

した人びとが「舞踊を自由で穂のある学芸から不

純で卑俗な技芸へと変えてしまうj21)と嘆いて

いる.そして「誠実で清純な心をもっ人，および

舞踊を正当な認のある学芸として欲し謙虚さと

心からの愛情をもって舞踊を実践する人にのみ，

私はわが小著を託したいと，あくまでも

踊を悪徳とは縁の無い振舞いとして論じてい

る23)

以上のような f絵画論jと

らは，舞踊的な関心事と絵画的な

合っていることはもとより 舞踊論にも絵画論と

同様に，古典のテクストを援用しながら，舞踊を

として論じるという強い意図が窺われる.聞

に示したように，この時期の絵画の受容には，

絵画を見る人物の知識や教養がそのまま反映され

ていた.バクサンドールによれば，こうした絵画

の認識の仕方，作品の知覚に関する技術は，教授

されたものであり，画家はそうした受容者の教養

を想定した絵画制作を行なった24) 描かれた人

物の振舞いは，そのままパトロン層の社会的身分

や教養を示しそれらを描く画家の品行もまた，

制作される絵画にそのまま反映されるものと見な

明子

された.それゆえ，アルベルティによれば「剣術

師や道化役者jを連想させる人物を描く画家の振

舞いは，非難に値する. この時期の絵画表現に求

められた規範は，そのまま社会的な振舞いの規範

となって，観者と画家の双方に機能していたと

えるだろう.画家は，身体の動きによって物語を

明確に表現しなければならない一方で，物語の傍

として描かれる人物の振舞いには，感情表現

の制御を求められたことになる

さらにドメニコは， I舞踊を行なうにあたって

は，あなたにとっても相手にとっても，善き動き

によって[それを]実践しなければならない す

なわち，場との向調である.あなたは常に相手の

じた， しかるべき場所に立ち，相手の助

けとなりながら，

ぃj25) と述べている.すなわち，

いうものは， I中庸」を保つため，

師，道化師のような極端な動きj26) を，必然的

に避けるものであることを強調している

よく知られているように アリストテレスは

fニコマコス倫理学jにおいて「中庸」を道徳的

な f徳」に結びつけている. Iそれに対して徳、の

場合は，さまざまな技術の場合と同様，われわれ

はまずその行為を現実化することによって身につ

けるのである というのは 学んだ上で，さらに

実際に作らなければならないようなものは，われ

われはそうしたものを作ることによって学ぶから

である.たとえば人は家を建てることによって建

築家になり，竪琴を弾くことによっ

なるのである.まさにこれと同様に，正しいこと

を行なうことによって，われわれは正しい人にな

り，節制あることを行なうことによって節制ある

人になり，また勇気あることを行なうことによっ

て，勇気ある人になるのであるj27).アリストテ

レスは，このような「一定の性格の状態Jを得る
ために，若い頃から「正しい道理」に基づいた

「行為」を習慣づけることの重要性を説いている.

f徳」という状態は 「習慣Jによって得られるも

のであり，形成される性格の諸状態は， I中
によって保たれることになるお)こうした「行

為」の重要性とそれによってもたらされる「状

態J，そして「中庸」という概念が，描かれる人
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物に対してだけでなく 酉家や踊り手本人の「適

正さ」を必要とし， I理論に基づいた実践」を不

可欠なものとしてみなしたアルベルテイ， ドメニ

コからグリエルモの論考に一貫していた概念で

あったことは確かだと言えよう

2. r舞踊論jとヒューマニズム教育論

以上のように，この時期の f舞踊論jからは，

古典的な徳育と結びついた自然な立居振舞の延長

としての舞踊の概念を見て取れる.また『絵画

論』と『舞踊論jの記述からは，アリストテレス

倫理学全般の称揚が認められた感情を示す表現

方法としての動きや，動きにおける中庸，踊り

や描き手のエートス 理論を踏まえた上での行為

の重視は，翻ってみるなら，彼らが絵画や舞踊を

道徳的な徳をともなった学芸として示すにあたっ

て，必要不可欠な前提であったとも言えるだろう

こうした古典のテクストからの援用， もしく

典の学芸そのものの再生は，より大きな思想的潮

流に照らすならば，この時期のヒューマニストた

ちが行なっていた知的運動の一端であったとも

える.アリストテレスの著作は実際，レオナル

ド・ブルーニ (1369-1444)によってギリシア

からラテン語に翻訳され，広く読まれていた.ブ

ルーニは，アリストテレスの著作の中でも， r弁
論術jや fニコマコス倫理学jr政治学jr家政
を翻訳しており，それは， I人間と社会生活

を直接に扱ったものに人々の注意を喚起するとい

う日的あってのことだったj29) との見解も示さ

れている

この時期のヒューマニストたちにとって教養の

形成は，古典を学んだ上で，それを現実社会にお

いて実践することによってなされた.そのため，

彼らの著作には，実践にあたっての望ましい振舞

いがしばしば言命じられている.たとえば， ブルー

ニに続く世代のマッテオ・パルミエーリ (1406-

1475)による『市民生活論j(1430年代)は，都

市国家を形成する市畏や青少年の育成を目的とし

て書かれているが，第二巻では，臭き市民として

生きていくにあたっての行為が具体的に示されて

いる.この章では， 15世紀の初めに著された代

表的なこつの教育論，パルミエーリによる『市民

生活論』とピエル・パオロ・ヴェルジェーリオ

( 13 70-1444 )による『青少年の美徳(すぐれた徳

と自由学芸についてj(1400-02年頃)をそ

れぞれ参損することによって， どのような振舞い

が教育論的に推奨されていたのかをヒューマニズ、

ム教育論の文脈から見ていくことにしたい.

ヴェルジ、エーリオの著作は，パドヴァを代々治

めてきたカツラーラ家の当主フランチェスコ・ノ

ヴェッロ (1359-1406)の三番目の息子，ウベル

ティーノに捧げられており 1355年から 1388年

までパドヴァの領主だった老フランチェスコ

(1325-1393)が，孫であるウベルティーノに徳の

ある人物として生きていくための振舞いについて

説いていく.序文でヴェルジ、エーリオは，老フラ

ンチェスコがよく言っていたこととして，両親は

彼らの子供に名前，祖国 教育を与えることが出

来るが，中でも教育がとりわけ有益で、あることを

している.子供たちは，青年期から自

の教育を受けることによって，困難を克服し，

名の家族や祖自に名声をもたらすことが出来る.

そのため，彼らが生きていく上でこれ以上の財産

となるものは他にないだろうと言う 30)

さらに老フランチェスコは とりわけ人びとの

上に立つ人物は，尊敬に舘する卓越した人物でな

ければならないが，普く生きるための基盤は，

に築かれるため，徳の形成のための訓練は，

く感受性の強い間に行なわなければならないこ

とを強調している31) この著作にも

や f舞踊論』と悶様に， もしくはさらに多くの古

典古代のテクストや逸話が援用されており，

く生きるための行為を青年期に習'慣づけ

ることの重要性を説くにあたっては，セネカ『怒

りについて1 プルタルコス『子供の教育につい

て1 アリストテレス『ニコマコス倫理学』の三
作品が裏付けとして参照されている32)

またヴェルジェーリオは 諭すにあたってしば

しば具体的な実例を挙げている たとえば， Iこ

の年齢[青年期]には， とりわけ彼らをワインか

ら遠ざけておくべきである.過度に飲むことは，

健康に害を与え，道徳的な妨げとなる.この問題

に関して，わたしには，スパルタ人の実践一一
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奴隷たちを，彼らの祝宴で見世物を演じさせるた

めに酔わせようと努めた一一ーは，決して反対す

べきものではないように忠われるj33) と言う

なぜならヴェルジェーリオによれば，彼らは，人

間の欠点や悪行を楽しむためではなく，また卑俗

な掠舞いについての会話を楽しむためでもなく，

若者に酪町した状態を見せるためにそうした行為

を行なっており，ゆえに，子供たちは，そのよう

な狂乱状態に焔らないよう ワインに慣れるため

に，早い年齢から水によって緩和したワインを飲

むべきであると推奨する

さらに，冬の夜の開じゅうず、っと眠っているこ

とや，満足するまで満腹になることなどは，徳の

妨げになるだけでなく 健康をも妨げることを挙

げ34) 理性によって抑制することがいかに適切

か，青年期の衝動を抑えることを慣習化すること，

自らの能力や機会が許すすべてを行なうにあたっ

て，それが適切で、あるかいなかを判断することの

を説いている35) このように，例証とし

て古典の知識を用いること またカツラーラ家の

祖先の例を挙げ，見習うべき部分を範例としなが

ら諭すくだりは，

る

にわたって見ることが出来

他方でヴェルジェーリオは，老フランチェスコ

を借りながら，次のようにも指摘している

力強い身体と天分をすでに与えられた人びと

は，自然からすでに偉大なものを得ているよ

うに思われる. […〕自然の賜物を放ってお

かずに，自由学芸を正しく修めることに心を

砕くならば，それは自然に報いることになる

だろう.それゆえ，まず，すべての若者は自

発的に自らの能力に自を向けるべきである

もしまだ責任の持てる年齢に達していなけれ

ば，両親や周囲の者たちが，このことに心を

向けるべきである36)

この言葉に見られるように，正しい教育を受け

を積むこと，良い習慣を身につけることは，

彼らの将来に大きな可能性をもたらす.善く生き

るために必要な良き振舞いは，青年期の努力次第

で習得可能なものとして提示されていると言える

明子

だろう.パルミエーリの著作においても

しかるべき抜舞いは，同じように推奨されて

いる.第一巻で論じられる青少年の教育にあたっ

ては，心身双方を鍛えるための行為が推奨され，

こうした行為が運動能力向上のためだけでなく，

精神的修養につながることが強調されており，体

力の回千夏や強化，精神の活性イヒや岸売制にあたって

の休息の必要性が述べられる37)

以下では，パルミエーリが第二巻で論じている

徳の高い市民としての振舞い すなわち，良き市

畏に必要とされる徳目を見ていきたい.パルミ

エー 1)は市民の徳を論じるにあたって，思

(prudentia) ，正義 (giustitia)，勇気 (forteza)，節

制 (modestia/temperantia)の四つの枢要徳を挙げ

ている38) 正義については第三巻で論じる旨を

断った上で，パルミエーリは 他の三つの語自に

ついて}II震を追って論じている.思慮とは，人間に

とっての善悪を，理性によって判断し把握するも

のであるため，思慮ある人びとは，閣の統治や，

事業の統率に適していること39) また勇気には，

たる崇高な精神が備わっているゆえに， とり

わけ戦いにおいて尊重される徳であることを示し

ている40) 最後に，節制とは「種々の欲求を抑

制するものであり，その中庸であるJ41) と

しなぜ節制が必要であるのか，その適切なあり

方を説いている

節制の基本 は，生活のあらゆる面に

おいて， しかるべき誠実さを， よい状態に保

つことです.形よく形成された四肢にふさわ

しい見事な身体も， もしそのすべての四肢に

自然の活力が与えられなければ， どのような

さにも欠けるでしょう.また節制から，

しかるべき方法を得なければ，いかなる徳も，

さや栄誉，品位を失うでしょう 42)

従ってパルミエーリは，言葉 (decti)，行為

(facti) ，動作 (exercitii/movimenti)，休息 (riposi

del corpo) といった観点からより具体的な振舞い

を説いている.まず話し方について，以下のよう

に言っている. I人生には浪乱がないことが望ま

れるように，話し方においても同様です.怒った
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り，尊大であったり，横柄であったりしないよう

に.また弱気であっても緩慢で、あってもいけませ

ん.いかなる側面においても無秩序を避け，常に

を敬い，思いやりを

た「陽気で楽しい対話においても，徳、の高い秩序

に従わなければなりません.誠実に話すことより

も，笑いを誘おうとして 放埼な道化師と同じよ

うにふざけたことばかり言うのは，恥ずべきこと

です.いかなる気晴らしを言う術も持たず，他人

の冗談に間意しないのも，無作法で野暮で人間味

のないことです

さらに行為に関しては 古代の画家ゼ、ウクシス

を例に挙げながら， I同様に，わたしたちは，節

すなわち，秩序や称賛すべき生き方に

認められる d慣習に従うことによって，徳の高いす

べての人から，他の人びとよりすぐれた部分を取

り入れましょう.こうして，多くの最良の人びと

に従うことで，わたしたちは，各々の良い品行を

出来るかぎり最上のものにすることができるので

すJ45) と説いている

そして，実際の動作 また 動いていないとき

の身体の状態については，以下のような忠告をし

ている. I白然の慣習から逸脱し見苦しく見え

るようなあらゆる動きと身体の状態は避けるべき

です. [・・・]高慢な眼差しが尊大さを表わすよう

に，小さな仕草によって，大きな悪癖が分かり，

わたしたちが心に感じた真実が示唆されるという

ようなことがしばしば生じます，たとえば，控え

めな眼差しは謙遜を，身体が片側に傾いているの

は，悲しみを表わします.同様に，視線の鋭さは

さを表わし悪意の眼差しは憎しみを，膚

を吊り上げることはあざけりを示します.また，

まばたきすることは疑いを， 目を細めてじっと

ることは，ずる賢さを示すでしょう J46) さらに

「歩くにあたっても，年齢と身分を考慮するべき

です.すなわち，こわばって歩いてはいけないし

足の運びは遅すぎてもいけません. もったいぶっ

た，高位聖職者の行列に思われるような重々しさ

でもいけません.衣服を広げふくらませて円を

描いて歩いて，道に収まらず プラウトウスに登

場する人物のように， <皆の者，わたしが衣服の

を波打たせている開は，道から出るように〉な

どと人びとに言つてはいけませんJ47) と述べて

いる

は惨いものであり過ぎ去っていくが，

は，人間にとって永久的な財産で

あることをパルミエーリは強調している48) こ

うした振舞いを習得し実践することで，人びとは

理想的な

紀の中葉に『舞踊論』を著したドメニコが，この

な舞踊の動きとして推奨した動作も，

一歩進む一一ー前に，横に，つま先で立つ，躍を

下ろす，半回転する，跳ぶ，お辞儀をする，など

のきわめて単純な立賠振舞の延長としての動作

だった修辞学-弁論術に求められる感'情の表現

方法としての所作 (actio) と絵画論，およぴ舞踊

論との関係性と同時に，この時期の振舞いがもっ

道徳的倫理的な意味合いを確認できたと言えるだ

ろう

3. カッソーネにおける対照的な振舞い

これまで見てきたことによって， 15世紀の舞

踊や振舞いといった所作が，道徳的価値観と密接

に結びついていたことが明らかとなった.では絵

にこうした振舞いが描かれたとき，それはどの

ように反映されていたのだろうか また当時の人

びとはそうしたイメージをどのように知覚してい

たのだろうか.この章では，この時期の舞踊論や

教育論の直接的，間接的な受容者として考えられ

るブイレンツェの有力市長たちが，

に日にしていたはずのカッソーネ

に描かれた舞踊のイメージを見ていきたい

当時，富裕な市民たちは婚礼の際の慣習として，

カッソーネと呼ばれる衣装用長持を盛んに注文し

た. こうした長持は通常，対で注文され， リネン

や衣服を詰めた花嫁のカッソーネは，婚礼の日に

父親の家から花婿の家に運ばれた.二つのカッ

ソーネの正面パネルには， しばしば，連続した物

もう一方と対服をなす物語が描か

れている49) ゴンブリッチは， 15世紀の中葉に

こうした長持の注文を，最も多く受けていたと考

えられるアポローニオ・デイ・ジョヴァンニの工

関する論文の中で，妊娠中に見る絵が生まれ
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てくる子供に影響するといった，イメージがもっ

「効力Jをとりわけ信じていたフイレンツェの人

びとに言及し，カッソーネの蓋の内側に描かれる

イメージは無論のこと 外側に描かれるイメージ

にな婚礼にあたっての家族の願いが常に反映さ

れていただろうと指摘した50) なかでも婚礼に

適した主題として〈サピニ女性の略奪〉が好まれ，

に描かれたことを挙げている51)

プルタルコスのロムルスイ云やリウイウスの

『ローマ建国史Jによって，この物語はよく知ら
れており，子孫を絶やすことなく一族が繁栄する

ことを願う当時の人ぴとにとって，物諾は結婚の

を示していた.ローマの男たちが妻とする

女性に困り，このままでは子孫を組やしてしまう

と危慎したロムルスが 策をめぐらして近離の部

族を祭りに招き，祭りの最中にサピニの女性たち

明子

{図 1]を同じコレクションに所蔵されて

いる〈スキピオの節制}[図 2]の対として結ぴ

つけ，同様にアクロバティックな祝宴場面が描か

れた，ダプリンにある〈サピニ女性の略奪}[図

3] と，かつてリッチモンドにあった《スキピオ

の節制}[園 4] を1480年代のフィレンツェの工

房の作品として対のものと見なしている52) ま

た，シカゴの〈スキピオの節制}[図 5] とロン

ドンの《スキゼオの節制}[園 6] を各々，アポ

ローニオ・デイ・ジョヴァンー

した53)

スキピオは，その功績がリウイウスやペトラル

カのラテン語叙事詩『アフリカ』で語られている

古代ローマの将軍であり， ~スキピオの節制〉は，

スキピオが，カルタゴ・ノヴァを陥落させた後，

捕虜の中にいた美しい娘に婚約者がいることを間

を略奪し妻とする.そのため，カッソーネの正 いて彼女を解放し両親が持って来た品々ととも

臣パネルは分割され 略奪の場面と，ローマ人が

サピニ人をアクロパティックな曲芸によって楽し

ませている祝宴(祭り)の場面が向時に描かれる

工レン・コールマンは ゴンブリッチが言及し

たヘアウッド伯爵コレクションの〈サピニ女性の

に無傷で帰したという物語である.カッソーネに

は，この若い娘と彼女の婚約者がスキピオ

している場面仁彼らの祝宴一一テーブ

ルに並べられた品々や手を取り合って踊る一組の

カップル， 自の前の女性にダンスを申し込もうと

[!Kl 1] アポローニオ・デイ・ジョヴァンニ〈サピニ女性の略奪>1)ーズ，ヘアウッド伯爵コレクション
44X 175 cm 

{図 2] アポローニオ・デイ・ジョヴァンニ〈スキピオの節制〉リーズーへアウッド伯爵コレクション，
44X 175 cm 
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[図 3] 1480年代フィレンツェの工鹿〈サピニ女性の略奪〉ダプリン， トールポット・デイ・マラヒデ伯爵コ
レクション

図4 1480年代フィレンツェの工房〈スキピオの節制》リッチモンド，コック・コレクション旧蔵

{園 5] アポローニオ・デイ・ジョヴァンニ〈スキピオの節制〉シカゴ，美術研究所， 40.1 x 136.3 cm 

[1Zl 6] アポローニオ・デイ・ジョヴァンニ〈スキピオの節制〉ロンドン，ヴイクトリア&アルパート美術館，
43.5X 134 cm 
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{図71 アポローニオ・ディ・ジョヴァンニ〈サピニ女
性の略奪〉パネル断片，オックスフォード，ア
シュモレアン美術館， 38x60 cm 

している男性が描かれ 結婚の儀式とスキピオの

美徳の行為が結びつけられている.ローマ人がサ

ピニ人を楽しませている場酉であると解釈されて

きたアクロバティックな曲芸{図 1，3， 7] は，

〈スキピオの節制~ [図 2，4， 5， 6] と対

比して見ることによって，その振舞い

て見える

ともに結婚の重要性を示唆し祝うもので

はあるが， {サピニ女性の略奪〉の祝宴場面には，

アルベルテイが『絵画論jにおいてまさしく

した「四肢をさらけ出した道化役者」を思わせる

ような人物一一ドメニコの『舞踊論』によるな

らば， I田舎者や軽業師，道化師のような極端な

動き」を行なう踊り手一一四がそのまま描かれて

おり，明らかに見習うべきでない粗野な振舞いが

示されている.一方〈スキピオの節制〉の祝宴場

面には，中庸を保った品位ある振舞いが描かれる

ことによって，当時の舞踊論，教育論に適った徳

の高い振舞いが対比的に示されている 一族の永

続と繁栄を願う《サピニ女性の略奪〉と，スキピ

オの美徳を称える〈スキピオの節制〉という古代

ローマの教訓i的な主題が描かれるにあたって，祝

に二つの対照的な振舞い=ダンス・シーン

が選択されたことは この時期の有力市民たちの

振舞いに対する強い関心を示していると言えよう

さらにこうした振舞いの対比によって，略奪とい

う反社会的行為から生じた結婚と，節制という

徳がもたらした合意のよでの結婚という，結婚に

至る過程の道徳的な適正さが，象徴的に可視化さ

れていると言える.これらのカッソーネに描かれ

明子

え」

た掠舞いには，当時の絵画論や舞踊論，教育論で

じられた振舞いのクライテリアが，明確に反映

されていたことになる.人びとは，こうしたイ

メージをどのように認i哉していたのだろうか.そ

うしたことを証言する同時代記録が残されていな

い以上は，多義的な解釈が可能となるだろう. し

かしこれらのイメージは，カッソーネに描かれ

たことで， 日々，注文主たちの自に映っていたこ

とは確かである.アリストテレスが， I徳jとい

う一定の性格の状態を得るために「正し

に基づいた「行為」を習慣づけることの重要性を

推奨しこの時期のヒューマニストたちが，善く

生きるにあたってのしかるべき振舞いを習得可能

なものとして提示したように， I徳」

習によって得られるものであるならば，こうした

イメージは，彼らの振舞いの指針として望まれた

えるのではないか. 15世紀中

くり返し用いられ，制作され

おわりに

婚礼家具は，婚礼の住にお披露目された後，

室に運ばれ，

ローニオの工震が最も忙しかったのは，ゴンブ

リッチが史料に基づいて示したように， 15世紀

の中葉だった.カッソーネにおける祝宴場面に，

対熊的なダンス・シーンがくり返し用いら

としてだけでなく視覚的なイメージと

して，こうした場面を見たいという需要が少なか

らずあったことを示している.それはまた，社会

において振舞いが重要性をもち始めた萌芽であり，

ここから半世紀と少しの間に，掠舞いに対する関

していき，カスティリオーネ

したと言うことが出来るによる

だろう

本論では， r絵画論jr舞踊論jI教育論」にみ
られる古典主義の内実を具体的に検討することに

よって， 15世紀中葉において，振舞いがもち始

めた社会的影響力を詳らかにすることを試みた.

その結果，この時期の振舞いが，

づいた道徳的な価値観と密接に結びついたもので
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あることが明らかとなった.振舞いは，そうした

学識に裏打ちされた称賛すべき生活に必要な所作

であった.そのため，これらの論述は，共通して

民衆的な振舞いからは距離を置こうとしている.

彼らの言説からは，張舞いによって他者との差別

化をはかろうとする強い傾向が見て取れる しか

しながら， 15世紀も後半になると，社会的地位

に相当する振舞いという暗黙の規範が信奉される

それを逸脱したイメージも散見されるよ

うになる.今回はあくまでもカッソーネという限

された媒体に描かれた象徴的な振舞いを取り上

げたが，絵画の内と外，双方において振舞いが

もっていた社会的影響力，またそれらを眼差す観

者や画家との関係を論じるにあたっては，イ也の媒

体に描かれた逸脱したイメージについての考察も

となるだろう.残された課題については，

今後，考察を続けていきたいと考えている
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Decorum in Movement : 
Dance Images and Its Educational Effects in Mid 15th Century 

Akiko HATA 
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Kyoto University, Kyoto 606-8501 Japan 

Summary Leon Battista Alberti (1404-72), the author of "On Painting" (1435), asserted that the 
movement of figures is required in order to show emotional expression in narr-ative paintings. But on the other 
hand, he also suggested that the movement, while expressing emotion, should keep with its decorum. This 
definition demanded that both the depicted figures and the painter himself have appropriate (=decorous) 
behavior. It is generally thought that it was not until the 16th century that this code of behavior was written 
down by the authors such as Castiglione. 

This paper aims to show how the behavioral movements were discussed and how they were perceived by 
viewers prior to Castiglione's writings. I attempt to reveal the significance of movements (both depicted and 
actual) among educated people. For this purpose, I examine the following mid 15th century texts: Alberti's 
"On Painting", three different "On dancing" texts and two humanists educational treatises. As these texts 
show, the behavior during this period was closely related to ethics, particularly Aristotelian ethics. In 
addition, I consider the relationship between movements and viewer's perception by examining contrastive 
dance images depicted repeatedly on cassone panels during this period. 


